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(57)【要約】
【課題】使用者が使用機会ごとに手動で映像を調整した
り、過去の設定情報を選択しなくても、投射する映像を
調整することができるプロジェクタ装置を提供する。
【解決手段】本発明に係るプロジェクタ装置は、使用前
調整に係る過去の設定情報に基づき自動調整可能なプロ
ジェクタ装置であって、任意の設置場所においてその設
置場所に固有の情報を受信する識別情報受信装置１と、
識別情報受信装置１により受信した固有の情報に基づき
自動調整を実行するＣＰＵ４とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用前調整に係る過去の設定情報に基づき自動調整可能なプロジェクタ装置であって、
　任意の設置場所において当該設置場所に固有の情報を受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信した前記固有の情報に基づき前記自動調整を実行する制御手段
とを備える、
プロジェクタ装置。
【請求項２】
　前記固有の情報は、前記任意の設置場所に配置されたパッシブタグから与えられる、
請求項１に記載のプロジェクタ装置。
【請求項３】
　前記固有の情報は、前記設置場所に関連付けられた場所関連付け識別情報を含み、
　前記場所関連付け識別情報と関連付けて前記過去の設定情報を予め記憶する記憶手段を
さらに備える、
請求項１または請求項２に記載のプロジェクタ装置。
【請求項４】
　前記固有の情報は、前記設置場所に関連付けられた場所関連付け識別情報を含み、
　前記場所関連付け識別情報と関連付けて前記過去の設定情報を予め記憶する記憶手段を
さらに備え、
　前記記憶手段は、
　前記パッシブタグから与えられた前記場所関連付け識別情報と現在の前記設定情報を関
連付けて記憶する、
請求項２に記載のプロジェクタ装置。
【請求項５】
　前記固有の情報は、前記過去の設定情報を含む、
請求項１または請求項２に記載のプロジェクタ装置。
【請求項６】
　前記固有の情報は、前記過去の設定情報を含み、
　現在の前記設定情報を前記パッシブタグに書き込む、
請求項２に記載のプロジェクタ装置。
【請求項７】
　前記パッシブタグから返信される所定の情報を受信したか否かに応じて、前記パッシブ
タグとの無線通信が有効／無効であることを外部に通知する通知手段をさらに備える、
請求項２，４，６のいずれかに記載のプロジェクタ装置。
【請求項８】
　前記自動調整を完了した場合、または、所定の時間経過しても前記自動調整できない場
合に、前記パッシブタグとの無線通信を停止する、
請求項２，４，６，７のいずれかに記載のプロジェクタ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、設置場所を変更して使用されるプロジェクタ装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のプロジェクタ装置では、天井吊り型プロジェクタ、いわゆるシーリングプロジェ
クタを除いて、使用機会ごとに設置場所を変更する。そのため、使用機会ごとに、投射す
る映像の調整に係る設定を変更する必要がある。この設定は、例えば、フォーカス設定、
解像度設定、入力設定等を含み、基本的に使用者が手動によって行う。そのため、プロジ
ェクタ装置の調整操作に不慣れな人には使いづらく、時間がかかるものであった。
【０００３】
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　これを解消するため、特許文献１には、使用前調整に係る複数の過去の設定情報を予め
メモリに記憶し、リモコンの条件選択キーによって選択された過去の設定情報に基づいて
、自動調整可能なプロジェクタ装置が記載されている。このプロジェクタ装置によれば、
メモリに記憶された過去の設定情報に基づいて、投射する映像を電源投入後に自動調整す
ることができる。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－２９５３２１号公報（第１頁）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来のプロジェクタ装置では、使用者が、使用機会ごとに過去の選択情
報を選択する必要があり、過去の設定情報を適切に必ずしも選択できるとは限らない。そ
のため、使用者が誤った過去の設定情報を選択した場合には、投射する映像を調整する作
業が発生し、プロジェクタ装置の操作に不慣れな人には依然として時間がかかる場合があ
るという問題があった。
【０００６】
　本発明は、上記のような問題点を解決するためになされたものであり、使用者が使用機
会ごとに手動で映像を調整したり、過去の設定情報を選択しなくても、投射する映像を調
整することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に係るプロジェクタ装置は、使用前調整に係る過去の設定情報に基づき自動調
整可能なプロジェクタ装置であって、任意の設置場所において当該設置場所に固有の情報
を受信する受信手段と、前記受信手段により受信した前記固有の情報に基づき前記自動調
整を実行する制御手段とを備える。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明のプロジェクタ装置よれば、使用者が使用機会ごとに手動で映像を調整したり、
過去の設定情報を選択しなくても、投射する映像を調整することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　＜実施の形態１＞
　図１は、本実施の形態に係るプロジェクタ装置の構成を示すブロック図である。本実施
の形態に係るプロジェクタ装置２１は、使用前調整に係る過去の設定情報に基づき自動調
整可能なプロジェクタ装置であり、図１に示すように、識別情報受信装置１と、調整装置
２と、設定情報記憶装置３と、ＣＰＵ（Central Processing Unit）４とを備える。
【００１０】
　本実施の形態において受信手段である識別情報受信装置１は、任意の設置場所において
その設置場所に固有の情報を受信する。本実施の形態では、この固有の情報は、プロジェ
クタ装置２１の任意の設置場所に配置された識別情報記憶装置６に予め記憶されている。
固有の情報は、本実施の形態では、設置場所に関連付けられた場所関連付け識別情報であ
り、例えば、設置場所ごとに割り当てられた場所情報、あるいは、識別情報記憶装置６ご
とに割り当てられた識別情報が該当する。
【００１１】
　識別情報記憶装置６に予め記憶された場所関連付け識別情報は、プロジェクタ装置２１
の任意の設置場所に配置された識別情報発行装置５により読み出され、プロジェクタ装置
２１へ送信される。プロジェクタ装置２１の識別情報受信装置１は、識別情報発行装置５
から送信された場所関連付け識別情報を受信し、ＣＰＵ４に送信する。このように、受信
手段である識別情報受信装置１は、任意の設置場所においてその設置場所に関連付けられ
た場所関連付け識別情報を受信する。
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【００１２】
　記憶手段である設定情報記憶装置３は、ＣＰＵ４の制御により、場所関連付け識別情報
と関連付けて過去の設定情報を予め記憶する。設定情報は、例えば、フォーカス、サイズ
または画角の調整に関する設定値からなる情報である。この設定情報は、プロジェクタ装
置２１とスクリーンとの位置関係によって異なる。調整装置２は、１つあるいは複数設け
られ、ＣＰＵ４の制御により、例えば、投射する映像のフォーカス、サイズまたは画角を
自動調整する。
【００１３】
　ＣＰＵ４は、識別情報受信装置１から送信される場所関連付け識別情報に基づいて、対
応する過去の設定情報を設定情報記憶装置３から読み出す。そして、その過去の設定情報
が、設定情報記憶装置３に予め記憶されている場合に、ＣＰＵ４は、過去の設定情報に基
づいて調整装置２を制御し、自動調整を実行する。このように、制御部であるＣＰＵ４は
、識別情報受信装置１により受信した場所関連付け識別情報に基づき自動調整を実行する
。
【００１４】
　このような構成からなる本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１によれば、任意の設
置場所に固有の情報に基づいて、過去の設定情報を読み出す。そして、読み出した過去の
設定情報に基づいて自動調整を実行する。そのため、使用者が使用機会ごとに手動で映像
を調整したり、過去の設定情報を選択しなくても、自動的に投射する映像を調整すること
ができる。
【００１５】
　＜実施の形態２＞
　図２は、本実施の形態に係るプロジェクタ装置の構成を示すブロック図である。実施の
形態１では、識別情報発行装置５と識別情報記憶装置６は、プロジェクタ装置２１と切離
されて、任意の設置場所に配置されていた。この識別情報発行装置５と識別情報記憶装置
６は、サイズが小さく、電源を持たない構成で、かつ、プロジェクタ装置２１と無線通信
をする構成であることが好ましい。そこで、本実施の形態では、パッシブタグ２２を用い
る。
【００１６】
　本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１は、使用前調整に係る過去の設定情報に基づ
き自動調整可能であり、図２に示すように、調整装置２と、設定情報記憶装置３と、ＣＰ
Ｕ４と、変復調回路７と、アンテナ８とを備える。調整装置２は、実施の形態１と同一の
装置である。
【００１７】
　また、本実施の形態に係るパッシブタグ２２は、識別情報記憶装置６と、アンテナ９と
、起電力回路１０と、変復調回路１１と、ＣＰＵ１２とを備える。
【００１８】
　本実施の形態において受信手段であるアンテナ８は、任意の設置場所においてその設置
場所に固有の情報を受信する。固有の情報は、本実施の形態では、設置場所に関連付けら
れた場所関連付け識別情報であり、例えば、設置場所ごとに割り当てられた場所情報、あ
るいは、パッシブタグ２２ごとに割り当てられた認証タグ情報が該当する。本実施の形態
では、この場所関連付け識別情報は、プロジェクタ装置２１の任意の設置場所に配置され
たパッシブタグ２２から、例えば、反射波として与えられる。
【００１９】
　記憶手段である設定情報記憶装置３は、場所関連付け識別情報と関連付けて過去の設定
情報を予め記憶する。この動作は、例えば、ＣＰＵ４の制御により行われる。そして、制
御手段であるＣＰＵ４は、アンテナ８により受信した場所関連付け識別情報に基づき自動
調整を行う。
【００２０】
　このような構成からなる本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１の動作について説明
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する。まず、ＣＰＵ４は、読み取り命令を発行する。変復調回路７は、その読み取り命令
を変調する。プロジェクタ装置２１のアンテナ８は、変調後の読み取り命令をパッシブタ
グ２２に送信する。その一方で、アンテナ８は、変調後の読み取り命令を送信する前から
、後述する変調後の場所関連付け識別情報を受信するまでの間、所定の電波をパッシブタ
グ２２に送信する。
【００２１】
　パッシブタグ２２のアンテナ９は、プロジェクタ装置２１のアンテナ８から送信される
所定の電波を受信する。起電力回路１０は、アンテナ９で受信した所定の電波から、パッ
シブタグ２２内の回路の動作に用いる電力を発生する。
【００２２】
　パッシブタグ２２のアンテナ９は、所定の電波を受信した後、プロジェクタ装置２１の
アンテナ８から送信される変調後の読み取り命令を受信する。変復調回路１１は、変調後
の読み取り命令を復調し、読み取り命令をＣＰＵ１２に送信する。
【００２３】
　ＣＰＵ１２は、読み取り命令を受け取ると、識別情報記憶装置６から場所関連付け識別
情報を読み出し、変復調回路１１に送信する。変復調回路１１は、ＣＰＵ１２から送信さ
れた場所関連付け識別情報を変調する。パッシブタグ２２のアンテナ９は、プロジェクタ
装置２１からの電波の反射波により、変調後の場所関連付け識別情報をプロジェクタ装置
２１に送信する。このように、本実施の形態では、場所関連付け識別情報は、任意の設置
場所に配置されたパッシブタグ２２から与えられる。
【００２４】
　プロジェクタ装置２１のアンテナ８は、パッシブタグ２２から送信された変調後の場所
関連付け識別情報を受信する。このように、アンテナ８は、任意の設置場所においてその
設置場所に関連付けられた場所関連付け識別情報を受信する。変復調回路７は、変調後の
場所関連付け識別情報を復調し、場所関連付け識別情報をＣＰＵ４に送信する。
【００２５】
　ＣＰＵ４は、変復調回路７から送信される場所関連付け識別情報に基づいて、対応する
過去の設定情報を設定情報記憶装置３から読み出す。そして、その過去の設定情報が、設
定情報記憶装置３に予め記憶されている場合に、ＣＰＵ４は、その過去の設定情報に基づ
いて調整装置２を制御し、自動調整を実行する。このように、ＣＰＵ４は、アンテナ８に
より受信した場所関連付け識別情報に基づき自動調整を実行する。
【００２６】
　以上のような動作を行う本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１によれば、任意の設
置場所に設置されたパッシブタグ２２から与えられる場所関連付け識別情報に応じて、過
去の設定情報を読み出す。そして、読み出した過去の設定情報に基づいて自動調整を実行
する。そのため、実施の形態１と同様、使用者が使用機会ごとに手動で映像を調整したり
、過去の設定情報を選択しなくても、自動的に投射する映像を調整することができる。
【００２７】
　＜実施の形態３＞
　本実施の形態に係るプロジェクタ装置の構成は、図２に示したブロック図と同じである
。本実施の形態では、プロジェクタ装置２１で新たな使用前調整が行われた場合、設定情
報記憶装置３は、パッシブタグ２２から与えられた場所関連付け識別情報と現在の設定情
報を関連付けて記憶する。以下、本実施の形態に係るプロジェクタ装置の構成のうち、実
施の形態２と同一の構成については、同一の符号を付すものとし、新たに説明しない構成
については、実施の形態２と同じであるものとする。
【００２８】
　このような構成からなる本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１の動作について説明
する。まず、ＣＰＵ４は、読み取り命令を発行する。変復調回路７は、その読み取り命令
を変調する。プロジェクタ装置２１のアンテナ８は、変調後の読み取り命令をパッシブタ
グ２２に送信する。その一方で、アンテナ８は、変調後の読み取り命令を送信する前から
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、後述する変調後の場所関連付け識別情報を受信するまでの間、所定の電波をパッシブタ
グ２２に送信する。
【００２９】
　パッシブタグ２２のアンテナ９は、プロジェクタ装置２１のアンテナ８から送信される
所定の電波を受信する。起電力回路１０は、アンテナ９で受信した所定の電波から、パッ
シブタグ２２内の回路の動作に用いる電力を発生する。
【００３０】
　パッシブタグ２２のアンテナ９は、所定の電波を受信した後、プロジェクタ装置２１の
アンテナ８から送信される変調後の読み取り命令を受信する。変復調回路１１は、変調後
の読み取り命令を復調し、読み取り命令をＣＰＵ１２に送信する。
【００３１】
　ＣＰＵ１２は、読み取り命令を受け取ると、識別情報記憶装置６から場所関連付け識別
情報を読み出し、変復調回路１１に送信する。変復調回路１１は、ＣＰＵ１２から送信さ
れた場所関連付け識別情報を変調する。パッシブタグ２２のアンテナ９は、プロジェクタ
装置２１からの電波の反射波により、変調後の場所関連付け識別情報をプロジェクタ装置
２１に送信する。
【００３２】
　プロジェクタ装置２１のアンテナ８は、パッシブタグ２２から送信された変調後の場所
関連付け識別情報を受信する。変復調回路７は、変調後の場所関連付け識別情報を復調し
、場所関連付け識別情報をＣＰＵ４に送信する。
【００３３】
　ここまでは、実施の形態２と同じである。本実施の形態では、プロジェクタ装置２１で
新たな使用前調整が行われた場合、設定情報記憶装置３は、パッシブタグ２２から与えら
れた場所関連付け識別情報と現在の設定情報を関連付けて記憶する。この動作は、例えば
、ＣＰＵ４の制御によって行われる。
【００３４】
　以上のような動作を行う本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１によれば、次回以降
の使用について実施の形態２と同様、使用者が使用機会ごとに手動で映像を調整したり、
過去の設定情報を選択しなくても、自動的に投射する映像を調整することができる。
【００３５】
　また、使用者が所定の作業をしなくても、現在の設定情報を過去の情報として設定情報
記憶装置３に記憶することができる。こうして、次にプロジェクタ装置２１をその設置場
所において使用するときには、その記憶された場所関連付け識別情報に基づいて、過去の
設定情報を読み取ることができる。
【００３６】
　＜実施の形態４＞
　図３は、本実施の形態に係るプロジェクタ装置の構成を示すブロック図である。本実施
の形態に係るプロジェクタ装置２１は、使用前調整に係る過去の設定情報に基づき自動調
整可能であり、図３に示すように、調整装置２と、ＣＰＵ４と、変復調回路７と、アンテ
ナ８とを備える。調整装置２については、実施の形態１と同一の装置である。
【００３７】
　また、本実施の形態に係るパッシブタグ２２は、アンテナ９と、起電力回路１０と、変
復調回路１１と、ＣＰＵ１２と、設定情報記憶装置１３とを備える。これまでの実施の形
態と異なる点は、プロジェクタ装置２１には設定情報記憶装置３が設けられておらず、パ
ッシブタグ２２には、識別情報記憶装置６の代わりに設定情報記憶装置１３が設けられて
いる点である。
【００３８】
　本実施の形態において受信手段であるアンテナ８は、任意の設置場所においてその設置
場所に固有の情報を受信する。固有の情報は、本実施の形態では、過去の設定情報である
。本実施の形態では、この過去の設定情報は、プロジェクタ装置２１の任意の設置場所に
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配置されたパッシブタグ２２から、例えば、反射波として与えられる。制御手段であるＣ
ＰＵ４は、アンテナ８により受信した過去の設定情報に基づき自動調整を行う。
【００３９】
　このような構成からなる本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１の動作について説明
する。まず、ＣＰＵ４は、読み取り命令、および、プロジェクタ識別情報を発行する。プ
ロジェクタ識別情報は、プロジェクタ装置２１ごとに割り当てられる識別情報である。変
復調回路７は、その読み取り命令、および、プロジェクタ識別情報をそれぞれ変調する。
プロジェクタ装置２１のアンテナ８は、変調後の読み取り命令、および、変調後のプロジ
ェクタ識別情報をパッシブタグ２２に送信する。その一方で、アンテナ８は、これらの情
報を送信する前から、後述する変調後の過去の設定情報を受信するまでの間、所定の電波
をパッシブタグ２２に送信する。
【００４０】
　パッシブタグ２２のアンテナ９は、プロジェクタ装置２１のアンテナ８から送信される
所定の電波を受信する。起電力回路１０は、アンテナ９で受信した所定の電波から、パッ
シブタグ２２内の回路の動作に用いる電力を発生する。
【００４１】
　パッシブタグ２２のアンテナ９は、所定の電波を受信した後、プロジェクタ装置２１の
アンテナ８から送信される変調後の読み取り命令、および、変調後のプロジェクタ識別情
報を受信する。変復調回路１１は、変調後の読み取り命令、および、変調後のプロジェク
タ識別情報をそれぞれ復調し、読み取り命令、および、プロジェクタ識別情報をＣＰＵ１
２に送信する。
【００４２】
　設定情報記憶装置１３には、過去の設定情報が、プロジェクタ識別情報と関連付けて予
め記憶されている。ＣＰＵ１２は、読み取り命令、および、プロジェクタ識別情報を受け
取ると、受け取ったプロジェクタ識別情報に基づいて、対応する過去の設定情報を設定情
報記憶装置１３から読み出し、変復調回路１１に送信する。変復調回路１１は、ＣＰＵ１
２から送信された過去の設定情報を変調する。パッシブタグ２２のアンテナ９は、プロジ
ェクタ装置２１からの電波の反射波により、変調後の過去の設定情報をプロジェクタ装置
２１に送信する。このように、本実施の形態では、過去の設定情報は、任意の設置場所に
配置されたパッシブタグ２２から与えられる。
【００４３】
　プロジェクタ装置２１のアンテナ８は、パッシブタグ２２から送信された変調後の過去
の設定情報を受信する。このように、アンテナ８は、任意の設置場所においてその設置場
所に固有の情報である過去の設定情報を受信する。変復調回路７は、変調後の過去の設定
情報を復調し、過去の設定情報をＣＰＵ４に送信する。
【００４４】
　ＣＰＵ４は、変復調回路７から送信される過去の設定情報に基づいて、調整装置２を制
御し、自動調整を実行する。このように、ＣＰＵ４は、アンテナ８により受信した過去の
設定情報に基づき自動調整を実行する。
【００４５】
　以上のような動作を行う本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１によれば、任意の設
置場所に設置されたパッシブタグ２２から与えられる過去の設定情報に基づいて自動調整
を実行する。そのため、使用者が使用機会ごとに手動で映像を調整したり、過去の設定情
報を選択しなくても、自動的に投射する映像を調整することができる。また、これまでの
実施の形態と異なり、プロジェクタ装置２１から設定情報記憶装置３を省くことができる
。
【００４６】
　＜実施の形態５＞
　本実施の形態に係るプロジェクタ装置の構成は、図３に示したブロック図と同じである
。本実施の形態では、プロジェクタ装置２１で新たな使用前調整が行われた場合、プロジ
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ェクタ装置２１は、現在の設定情報をパッシブタグ２２に書き込む。以下、本実施の形態
に係るプロジェクタ装置の構成のうち、実施の形態４と同一の構成については、同一の符
号を付すものとし、新たに説明しない構成については、実施の形態４と同じであるものと
する。
【００４７】
　このような構成からなる本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１の動作について説明
する。まず、ＣＰＵ４は、書き込み命令を発行し、書き込み命令、および、現在の設定情
報を変復調回路７に送信する。変復調回路７は、書き込み命令、および、現在の設定情報
をそれぞれ変調する。プロジェクタ装置２１のアンテナ８は、変調後の書き込み命令、お
よび、変調後の現在の設定情報をパッシブタグ２２に送信する。その一方で、アンテナ８
は、これらの情報を送信する前から、変調後の過去の設定情報を受信するまでの間、所定
の電波をパッシブタグ２２に送信する。
【００４８】
　パッシブタグ２２のアンテナ９は、プロジェクタ装置２１のアンテナ８から送信される
所定の電波を受信する。起電力回路１０は、アンテナ９で受信した所定の電波から、パッ
シブタグ２２内の回路の動作に用いる電力を発生する。
【００４９】
　パッシブタグ２２のアンテナ９は、所定の電波を受信した後、プロジェクタ装置２１の
アンテナ８から送信される変調後の書き込み命令、および、変調後の現在の設定情報を受
信する。変復調回路１１は、変調後の書き込み命令、および、変調後の現在の設定情報を
それぞれ復調し、書き込み命令、および、現在の設定情報をＣＰＵ１２に送信する。ＣＰ
Ｕ１２は、書き込み命令、および、現在の設定情報を受け取ると、設定情報記憶装置１３
に現在の設定情報を記憶する。このように、本実施の形態では、プロジェクタ装置２１で
新たな使用前調整が行われた場合、プロジェクタ装置２１は、現在の設定情報をパッシブ
タグ２２に書き込む。
【００５０】
　以上のような動作を行う本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１によれば、次回以降
の使用について実施の形態４と同様、使用者が使用機会ごとに手動で映像を調整したり、
過去の設定情報を選択しなくても、自動的に投射する映像を調整することができる。
【００５１】
　また、使用者が所定の作業をしなくても、現在の設定情報を過去の設定情報としてパッ
シブタグ２２に書き込むことができる。こうして、次にプロジェクタ装置２１をその設置
場所において使用するときには、その記憶された場所関連付け識別情報に基づいて、過去
の設定情報を読み取ることができる。
【００５２】
　＜実施の形態６＞
　図４は、本実施の形態に係るプロジェクタ装置の構成を示すブロック図である。図に示
すように、本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１は、図２のブロック図で示した構成
に、タグ通信可否通知装置１４をさらに備える。以下、本実施の形態に係るプロジェクタ
装置の構成のうち、実施の形態２と同一の構成については、同一の符号を付すものとし、
新たに説明しない構成については、実施の形態２と同じであるものとする。
【００５３】
　このような構成からなる本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１の動作について説明
する。まず、ＣＰＵ４は、読み取り命令を発行する。変復調回路７は、その読み取り命令
を変調する。プロジェクタ装置２１のアンテナ８は、変調後の読み取り命令をパッシブタ
グ２２に送信する。その一方で、アンテナ８は、変調後の読み取り命令を送信する前から
、変調後の場所関連付け識別情報を受信するまでの間、所定の電波をパッシブタグ２２に
送信する。
【００５４】
　パッシブタグ２２のアンテナ９は、プロジェクタ装置２１のアンテナ８から送信される
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所定の電波を受信する。起電力回路１０は、アンテナ９で受信した所定の電波から、パッ
シブタグ２２内の回路の動作に用いる電力を発生する。
【００５５】
　パッシブタグ２２のアンテナ９は、所定の電波を受信した後、プロジェクタ装置２１の
アンテナ８から送信される変調後の読み取り命令を受信する。変復調回路１１は、変調後
の読み取り命令を復調し、読み取り命令をＣＰＵ１２に送信する。
【００５６】
　ＣＰＵ１２は、読み取り命令を受け取ると、識別情報記憶装置６から場所関連付け識別
情報を読み出し、変復調回路１１に送信する。変復調回路１１は、ＣＰＵ１２から送信さ
れた場所関連付け識別情報を変調する。パッシブタグ２２のアンテナ９は、プロジェクタ
装置２１からの電波の反射波により、変調後の場所関連付け識別情報をプロジェクタ装置
２１に送信する。
【００５７】
　プロジェクタ装置２１のアンテナ８は、パッシブタグ２２から送信された変調後の場所
関連付け識別情報を受信する。変復調回路７は、変調後の場所関連付け識別情報を復調し
、場所関連付け識別情報をＣＰＵ４に送信する。
【００５８】
　ここまでは、実施の形態２と同じ動作である。本実施の形態では、ＣＰＵ４は、例えば
、設計者によって予め設定された特定の時間周期Ｔごとに、読み取り命令を繰り返して送
信することにより、パッシブタグ２２から返信される場所関連付け識別情報を受信したか
否かを検知する。また、ＣＰＵ４は、場所関連付け識別情報を受信したか否かに応じて、
Ｎをカウント値とする内部カウンタを制御する。
【００５９】
　通知手段であるタグ通信可否通知装置１４は、パッシブタグ２２から返信される所定の
情報を受信したか否かに応じて、パッシブタグ２２との無線通信が有効／無効であること
を外部に通知する。本実施の形態では、所定の情報は、場所関連付け識別情報であり、タ
グ通信可否通知装置１４は、ＣＰＵ４における場所関連付け識別情報についての検知結果
に応じて、パッシブタグ２２との無線通信が有効／無効であることを外部に通知する。以
下、この動作について説明する。
【００６０】
　ＣＰＵ４は、初めて場所関連付け識別情報を受信したと検知した場合には、場所関連付
け識別情報を設定情報記憶装置３に記憶する制御を行う。そして、ＣＰＵ４は、内部カウ
ンタをＮ＝１に設定する。また、この場合に、タグ通信可否通知装置１４は、パッシブタ
グ２２との無線通信が有効であることを、例えば、所定の色のＬＥＤの点灯や、特定の音
声によって、外部に通知する。
【００６１】
　ＣＰＵ４は、それから特定の時間周期Ｔを経過した後において、前回と同じ場所関連付
け識別情報を受信したと検知した場合には、内部カウンタに１を加算する。その後、内部
カウンタがＮ＝Ｍとなった場合には、ＣＰＵ４は、設定情報記憶装置３に記憶されている
場所関連付け識別情報に基づいて、対応する過去の設定情報を設定情報記憶装置３から読
み出す。そして、ＣＰＵ４は、実施の形態２で述べた動作と同じように、対応する過去の
設定情報に基づいて、調整装置２を制御し、自動調整を実行する。なお、Ｍは、設計者に
予め設定されるパラメータであり、例えば、Ｔ×Ｍで計算される時間が、使用者がタグ通
信可否通知装置１４からの通知に基づいて、プロジェクタ装置２１の設置場所を特定する
のに十分な時間となるように予め設定される。
【００６２】
　ＣＰＵ４は、内部カウンタがＮ＝Ｍとなる前に、前回と異なる場所関連付け識別情報を
受信したと検知した場合には、前回記憶した場所関連付け識別情報を設定情報記憶装置３
から消去するとともに、新しい場所関連付け識別情報を設定情報記憶装置３に記憶する制
御を行う。そして、ＣＰＵ４は、内部カウンタをＮ＝１に再設定し、上記の動作を繰り返
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す。この場合にも、タグ通信可否通知装置１４は、パッシブタグ２２との無線通信が有効
であることを、例えば、所定の色のＬＥＤの点灯や、特定の音声によって、外部に通知す
る。
【００６３】
　ＣＰＵ４は、場所関連付け識別情報を受信しなかったと検知した場合には、内部カウン
タがＮ＝１のときに設定情報記憶装置３に記憶した場所関連付け識別情報を消去する制御
を行う。そして、ＣＰＵ４は、内部カウンタをＮ＝０に設定する。この場合には、タグ通
信可否通知装置１４は、パッシブタグ２２との無線通信が無効であることを、例えば、上
述の所定の色と異なる色のＬＥＤの点灯や、上述の特定の音声とは異なる音声によって、
外部に通知する。
【００６４】
　以上のような動作を行う本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１によれば、実施の形
態２と同様、使用者が使用機会ごとに手動で映像を調整したり、過去の設定情報を選択し
なくても、自動的に投射する映像を調整することができる。
【００６５】
　また、使用者は、タグ通信可否通知装置１４からの通知に基づいて、プロジェクタ装置
２１とパッシブタグ２２との通信が可能な設置場所を特定することができる。
【００６６】
　＜実施の形態７＞
　図５は、本実施の形態に係るプロジェクタ装置の構成を示すブロック図である。図に示
すように、本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１は、図３のブロック図で示した構成
に、タグ通信可否通知装置１４をさらに備える。以下、本実施の形態に係るプロジェクタ
装置の構成のうち、実施の形態４と同一の構成については、同一の符号を付すものとし、
新たに説明しない構成については、実施の形態４と同じであるものとする。
【００６７】
　このような構成からなる本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１の動作について説明
する。まず、ＣＰＵ４は、認識通知命令を発行する。変復調回路７は、その認識通知命令
を変調する。プロジェクタ装置２１のアンテナ８は、変調後の認識通知命令をパッシブタ
グ２２に送信する。その一方で、アンテナ８は、変調後の認識通知命令を送信する前から
、変調後の過去の設定情報を受信するまでの間、所定の電波をパッシブタグ２２に送信す
る。
【００６８】
　パッシブタグ２２のアンテナ９は、プロジェクタ装置２１のアンテナ８から送信される
所定の電波を受信する。起電力回路１０は、アンテナ９で受信した所定の電波から、パッ
シブタグ２２内の回路の動作に用いる電力を発生する。
【００６９】
　パッシブタグ２２のアンテナ９は、所定の電波を受信した後、プロジェクタ装置２１の
アンテナ８から送信される変調後の認識通知命令を受信する。変復調回路１１は、変調後
の認識通知命令を復調し、認識通知命令をＣＰＵ１２に送信する。
【００７０】
　ＣＰＵ１２は、認識通知命令を受け取ると、認識ステータスを発行し、変復調回路１１
に送信する。変復調回路１１は、ＣＰＵ１２から送信された認識ステータスを変調する。
パッシブタグ２２のアンテナ９は、プロジェクタ装置２１からの電波の反射波により、変
調後の認識ステータスをプロジェクタ装置２１に送信する。
【００７１】
　プロジェクタ装置２１のアンテナ８は、パッシブタグ２２から送信された変調後の認識
ステータスを受信する。変復調回路７は、変調後の認識ステータスを復調し、認識ステー
タスをＣＰＵ４に送信する。
【００７２】
　本実施の形態では、ＣＰＵ４は、例えば、設計者によって予め設定された特定の時間周
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期Ｔごとに、認識通知命令を繰り返して送信することにより、パッシブタグ２２から返信
される認識ステータスを受信したか否かを検知する。また、ＣＰＵ４は、認識ステータス
を受信したか否かに応じて、Ｎをカウント値とする内部カウンタを制御する。
【００７３】
　通知手段であるタグ通信可否通知装置１４は、パッシブタグ２２から返信される所定の
情報を受信したか否かに応じて、パッシブタグ２２との無線通信が有効／無効であること
を外部に通知する。本実施の形態では、所定の情報は、過去の設定情報であり、タグ通信
可否通知装置１４は、ＣＰＵ４における認識ステータスについての検知結果に応じて、パ
ッシブタグ２２との無線通信が有効／無効であることを外部に通知する。以下、この動作
について説明する。
【００７４】
　ＣＰＵ４は、初めて認識ステータスを受信したと検知した場合には、内部に設けた内部
カウンタをＮ＝１に設定する。また、この場合に、タグ通信可否通知装置１４は、パッシ
ブタグ２２との無線通信が有効であることを、例えば、所定の色のＬＥＤの点灯や、特定
の音声によって、外部に通知する。
【００７５】
　ＣＰＵ４は、それから特定の時間周期Ｔを経過した後においても、認識ステータスを受
信したと検知した場合には、内部カウンタに１を加算する。その後、内部カウンタがＮ＝
Ｍとなった場合には、ＣＰＵ４は、読み取り命令、および、プロジェクタ識別情報を発行
する。その後、ＣＰＵ４は、実施の形態４で述べた動作と同じように、パッシブタグ２２
から与えられる過去の設定情報に基づいて、調整装置２を制御し、自動調整を実行する。
なお、Ｍは、設計者に予め設定されるパラメータであり、例えば、Ｔ×Ｍで計算される時
間が、使用者がタグ通信可否通知装置１４からの通知に基づいて、プロジェクタ装置２１
の設置場所を特定するのに十分な時間となるように予め設定される。
【００７６】
　ＣＰＵ４は、認識ステータスを受信しなかったと検知した場合には、内部カウンタをＮ
＝０に設定する。この場合には、タグ通信可否通知装置１４は、パッシブタグ２２との無
線通信が無効であることを、例えば、所定の色と異なる色のＬＥＤの点灯や、上述の特定
の音声とは異なる音声によって、外部に通知する。
【００７７】
　以上のような動作を行う本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１によれば、実施の形
態４と同様、使用者が使用機会ごとに手動で映像を調整したり、過去の設定情報を選択し
なくても、自動的に投射する映像を調整することができる。
【００７８】
　また、使用者は、タグ通信可否通知装置１４からの通知に基づいて、プロジェクタ装置
２１とパッシブタグ２２との通信が可能な設置場所を特定することができる。
【００７９】
　＜実施の形態８＞
　本実施の形態に係るプロジェクタ装置の構成は、図４に示したブロック図と同じである
。本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１は、自動調整を完了した場合、または、所定
時間経過しても自動調整できない場合に、パッシブタグ２２との無線通信を停止する。所
定時間経過しても自動調整できない場合は、本実施の形態では、対応する過去の設定情報
が、所定時間経過時に設定情報記憶装置３に記憶されていなかった場合、および、場所関
連付け識別情報が、所定時間を経過してもパッシブタグ２２から全く与えられなかった場
合であるものとする。以下、本実施の形態に係るプロジェクタ装置の構成のうち、実施の
形態６と同一の構成については、同一の符号を付すものとし、新たに説明しない構成につ
いては、実施の形態６と同じであるものとする。
【００８０】
　このような構成からなる本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１の動作について説明
する。まず、ＣＰＵ４は、使用者からの所定の操作、あるいは、プロジェクタ装置２１の
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自動設定機能の開始に応じて、読み取り命令を発行する。これにより、異常なく動作が行
われると、実施の形態６で説明したように、変復調回路７は、場所関連付け識別情報をＣ
ＰＵ４に送信する。
【００８１】
　ＣＰＵ４は、実施の形態６と同様、例えば、設計者によって予め設定された特定の時間
周期Ｔごとに、読み取り命令を繰り返して送信することにより、パッシブタグ２２から返
信される場所関連付け識別情報を受信したか否かを検知する。
【００８２】
　ＣＰＵ４は、初めて場所関連付け識別情報を受信したと検知した場合には、場所関連付
け識別情報を設定情報記憶装置３に記憶する制御を行う。そして、ＣＰＵ４は、内部に設
けた内部カウンタをＮ＝１に設定する。また、この場合に、タグ通信可否通知装置１４は
、パッシブタグ２２との無線通信が有効であることを、例えば、所定の色のＬＥＤの点灯
や、特定の音声によって、外部に通知する。
【００８３】
　ＣＰＵ４は、それから特定の時間周期Ｔを経過した後において、前回と同じ場所関連付
け識別情報を受信したと検知した場合には、内部カウンタに１を加算する。その後、内部
カウンタがＮ＝Ｍとなり、かつ、対応する過去の設定情報が設定情報記憶装置３に記憶さ
れていた場合には、ＣＰＵ４は、対応する過去の設定情報に基づいて調整装置２を制御し
、自動調整を実行する。その後、本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１は、自動調整
を完了した場合に、パッシブタグ２２との無線通信を停止する。本実施の形態では、無線
通信の停止と共に、タグ通信可否通知装置１４の通知も停止する。
【００８４】
　内部カウンタがＮ＝Ｍとなり、かつ、対応する過去の設定情報が設定情報記憶装置３に
記憶されていなかった場合にも、プロジェクタ装置２１は、パッシブタグ２２との無線通
信を停止する。このように、本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１は、対応する過去
の設定情報が、所定時間である時間Ｔ×Ｍ経過時に設定情報記憶装置３に記憶されていな
かった場合に、パッシブタグ２２との無線通信を停止する。また、この場合に、本実施の
形態では、タグ通信可否通知装置１４は、過去の設定情報が設定情報記憶装置３に記憶さ
れていないことを、例えば、上述の所定の色と異なる色のＬＥＤの点灯や、上述の特定の
音声とは異なる音声によって、外部に通知する。
【００８５】
　ＣＰＵ４は、内部カウンタがＮ＝Ｍとなる前に、前回と異なる場所関連付け識別情報を
受信したと検知した場合には、実施の形態６と同様に、内部カウンタをＮ＝１に再設定す
る。そして、ＣＰＵ４は、場所関連付け識別情報を受信しなかったと検知した場合には、
実施の形態６と同様に、内部カウンタをＮ＝０に設定する。
【００８６】
　本実施の形態では、ＣＰＵ４は、内部カウンタのカウント値Ｎに応じて、Ｐをカウント
値とする別の内部カウンタをも制御する。ＣＰＵ４は、内部カウンタがＮ＝０に設定され
ると、別の内部カウンタをＰ＝１に設定する。そして、内部カウンタがＮ＝０に連続して
設定されるごとに、別の内部カウンタのＰに１を加える。
【００８７】
　その後、別の内部カウンタがＰ＝Ｑとなった場合、つまり、時間Ｔ×Ｑ経過しても場所
関連付け識別情報がパッシブタグ２２から全く与えられなかった場合に、パッシブタグ２
２との無線通信を停止する。ここで、Ｑは、設定者に予め設定されるパラメータであり、
例えば、Ｔ×Ｑで計算される時間が、タイムアウトとするのに十分な時間となるように予
め設定される。
【００８８】
　このように、本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１は、場所関連付け識別情報が、
所定時間である時間Ｔ×Ｑを経過してもパッシブタグ２２から全く与えられなかった場合
に、パッシブタグ２２との無線通信を停止する。また、この場合に、本実施の形態では、
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タグ通信可否通知装置１４は、パッシブタグ２２との通信が不能であることを、例えば、
上述の色と異なる色のＬＥＤの点灯や、上述の音声とは異なる音声によって、外部に通知
する。
【００８９】
　以上のような動作を行う本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１によれば、実施の形
態６と同様、使用者が使用機会ごとに手動で映像を調整したり、過去の設定情報を選択し
なくても、自動的に投射する映像を調整することができる。
【００９０】
　また、本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１は、自動調整を完了した場合、または
、所定時間経過しても自動調整できない場合に、パッシブタグ２２との無線通信を停止す
るため、プロジェクタ装置２１の消費電力を節約することができる。
【００９１】
　＜実施の形態９＞
　本実施の形態に係るプロジェクタ装置の構成は、図５に示したブロック図と同じである
。本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１は、自動調整を完了した場合、または、所定
時間経過しても自動調整できない場合に、パッシブタグ２２との無線通信を停止する。所
定時間経過しても自動調整できない場合は、本実施の形態では、対応する過去の設定情報
が、所定時間経過時にパッシブタグ２２の設定情報記憶装置１３に記憶されていなかった
場合、および、認証ステータスが、所定時間を経過してもパッシブタグ２２から全く与え
られなかった場合であるものとする。以下、本実施の形態に係るプロジェクタ装置の構成
のうち、実施の形態７と同一の構成については、同一の符号を付すものとし、新たに説明
しない構成については、実施の形態７と同じであるものとする。
【００９２】
　このような構成からなる本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１の動作について説明
する。まず、ＣＰＵ４は、使用者からの所定の操作、あるいは、プロジェクタ装置２１の
自動設定機能の開始に応じて、認識通知命令を発行する。これにより、異常なく動作が行
われると、実施の形態７で説明したように、変復調回路７は、認識ステータスをＣＰＵ４
に送信する。
【００９３】
　ＣＰＵ４は、実施の形態７と同様、例えば、設計者によって予め設定された特定の時間
周期Ｔごとに、認識通知命令を繰り返して送信することにより、パッシブタグ２２から返
信される認識ステータスを受信したか否かを検知する。
【００９４】
　ＣＰＵ４は、初めて認識ステータスを受信したと検知した場合には、内部に設けた内部
カウンタをＮ＝１に設定する。また、この場合に、タグ通信可否通知装置１４は、パッシ
ブタグ２２との無線通信が有効であることを、例えば、所定の色のＬＥＤの点灯や、特定
の音声によって、外部に通知する。
【００９５】
　ＣＰＵ４は、それから特定の時間周期Ｔを経過した後において、前回と同様に、認識ス
テータスを受信したと検知した場合には、内部カウンタに１を加算する。その後、内部カ
ウンタがＮ＝Ｍとなった場合には、ＣＰＵ４は、読み取り命令、および、プロジェクタ識
別情報を発行する。これらの情報は、実施の形態７と同様、パッシブタグ２２のＣＰＵ１
２に送信される。
【００９６】
　対応する過去の設定情報が、パッシブタグ２２の設定情報記憶装置１３に記憶されてい
る場合には、パッシブタグ２２のＣＰＵ１２は、対応する過去の設定情報をプロジェクタ
装置２１に与える。そして、プロジェクタ装置２１のＣＰＵ４は、対応する過去の設定情
報を受信すると、対応する過去の設定情報に基づいて調整装置２を制御し、自動調整を実
行する。その後、本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１は、自動調整を完了した場合
に、パッシブタグ２２との無線通信を停止する。本実施の形態では、無線通信の停止と共
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に、タグ通信可否通知装置１４の通知も停止する。
【００９７】
　対応する過去の設定情報が、パッシブタグ２２の設定情報記憶装置１３に記憶されてい
なかった場合には、パッシブタグ２２のＣＰＵ１２は、無効ステータスをプロジェクタ装
置２１に与える。そして、プロジェクタ装置２１のＣＰＵ４は、無効ステータスを受信す
ると、プロジェクタ装置２１は、パッシブタグ２２との無線通信を停止する。
【００９８】
　このように、本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１は、対応する過去の設定情報が
、パッシブタグ２２の設定情報記憶装置１３に記憶されていなかった場合に、パッシブタ
グ２２との無線通信を停止する。また、この場合に、本実施の形態では、タグ通信可否通
知装置１４は、過去の設定情報が設定情報記憶装置１３に記憶されていないことを、例え
ば、上述の所定の色と異なる色のＬＥＤの点灯や、上述の特定の音声とは異なる音声によ
って、外部に通知する。
【００９９】
　ＣＰＵ４は、認識ステータスを受信しなかったと検知した場合には、実施の形態７と同
様に、内部カウンタをＮ＝０に設定する。本実施の形態では、ＣＰＵ４は、内部カウンタ
のカウント値Ｎに応じて、Ｐをカウント値とする別の内部カウンタをも制御する。ＣＰＵ
４は、内部カウンタがＮ＝０に設定されると、別の内部カウンタをＰ＝１に設定する。そ
して、内部カウンタがＮ＝０に連続して設定されるごとに、別の内部カウンタのＰに１を
加える。
【０１００】
　その後、別の内部カウンタがＰ＝Ｑとなった場合、つまり、時間Ｔ×Ｑ経過しても認識
ステータスがパッシブタグ２２から全く与えられなかった場合に、パッシブタグ２２との
無線通信を停止する。ここで、Ｑは、設定者に予め設定されるパラメータであり、例えば
、Ｔ×Ｑで計算される時間が、タイムアウトとするのに十分な時間となるように予め設定
される。
【０１０１】
　このように、本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１は、認識ステータスが、所定時
間である時間Ｔ×Ｑを経過してもパッシブタグ２２から全く与えられなかった場合に、パ
ッシブタグ２２との無線通信を停止する。また、この場合に、本実施の形態では、タグ通
信可否通知装置１４は、パッシブタグ２２との通信が不能であることを、例えば、上述の
色と異なる色のＬＥＤの点灯や、上述の音声とは異なる音声によって、外部に通知する。
【０１０２】
　以上のような動作を行う本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１によれば、実施の形
態６と同様、使用者が使用機会ごとに手動で映像を調整したり、過去の設定情報を選択し
なくても、自動的に投射する映像を調整することができる。
【０１０３】
　また、本実施の形態に係るプロジェクタ装置２１は、自動調整を完了した場合、または
、所定時間経過しても自動調整できない場合に、パッシブタグ２２との無線通信を停止す
るため、プロジェクタ装置２１の消費電力を節約することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１０４】
【図１】実施の形態１に係るプロジェクタ装置の構成を示すブロック図である。
【図２】実施の形態２および実施の形態３に係るプロジェクタ装置の構成を示すブロック
図である。
【図３】実施の形態４および実施の形態５に係るプロジェクタ装置の構成を示すブロック
図である。
【図４】実施の形態６および実施の形態８に係るプロジェクタ装置の構成を示すブロック
図である。
【図５】実施の形態７および実施の形態９に係るプロジェクタ装置の構成を示すブロック
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図である。
【符号の説明】
【０１０５】
　１　識別情報受信装置、２　調整装置、３，１３　設定情報記憶装置、４，１２　ＣＰ
Ｕ、５　識別情報発行装置、６　識別情報記憶装置、７，１１　変復調回路、８，９　ア
ンテナ、１０　起電力回路、１４　タグ通信可否通知装置、２１　プロジェクタ装置、２
２　パッシブタグ。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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